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第６回検討会の様子

回
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洛西 ニュータウン・まちづくり通 信 vol.5

・景観も大事だが，もっと生活を重視した，地に

ついた便利さも住みやすいまちの一つの条件で

はないかと思う。 

・ニュータウンの再生ビジョンにおいて主体がど

ういう役割をもつか，主体論，組織論は重要な

柱になる。 

・戦略の中身の大きな柱は既存のコミュニティの

活性化。コミュニティをどう元気づけていくか

を優先順位の高い項目として意識すべき。ニュ

ータウンの魅力を高めていくために，周辺との

よい関係をつくっていくことが大事。 

・自治会やボランティア，ＮＰＯを支え，強化す

るシステムが必要だという観点を入れる必要が

ある。 

・持続には若い世代に入ってもらう必要があるが，

住みたくなるような魅力として，子育てしやす

い環境ということをもっと強く打ち出した方が

いい。高齢化対策は重要だが全国共通課題なの

で，そのうえで若い人を大事にしていることが

アピールできれば，洛西ニュータウンの独自性

が認められる。 

◆第６回検討会で出された主な意見 

・ビジョンはまだ熟度が低く，方向性をはっき

りもっていくことは難しい。まちづくりの議論

はさまざまな価値観があるなかで今後もっと

詰めていく必要がある。

・多くの住民の方にまちづくりの意識を共有し

てもらい，議論を深めていただけるよう方向を

出しておかなくてはならない。

・洛西ニュータウンの現状と課題は何か。その

ために，将来どうしたいのか，何をするのかを

わかりやすく訴えるものにすべき。短期的な取

組と長期的な取組が分かれていないのは問題

で，読む人にわかりにくい

・ビジョンはニュータウンとしての問題に絞り

込むべき。

・まちづくりとは色々な場面で色々な立場の人

が議論を積み重ねて方向性を出していくもの。

ビジョン案は，全体的にバランスはいいがイン

パクトがなく方向性としては弱く感じる。

・行政の仕組みとして支所の役割は大事なので，

できるだけ積極的な方向性を出してほしい。 

・緑や風景は魅力のひとつだが，今後公団・公

営が建替えになると，概ね容積率が上がり風景

は変わっていくので，変化の方向を見据えてい

くことが必要。

 

 

洛西ニュータウンの今後の望ましいまちづくりのあり方とその実現のための方策を調査，検討する「洛

西ニュータウンまちづくり検討会」の第6回検討会が， 7月24日に西京区役所洛西支所で開催されました。

検討会では，６月１８日に行われた第4回タウンミーティング「洛西まちづくりビジョンを考える」の

開催結果が報告されたほか，これまでの取組をもとに作成された「洛西まちづくりビジョン（案）」が説明

され，これらについての活発な意見交換が行われました。

また，子育て世代のヒアリ

ング報告やまちづくりビジ

ョン（案）に対するパブリッ

クコメント，第5回タウンミ

ーティングの企画案につい

ても議論が交わされました。 

第６回洛西ニュータウンまちづくり検討会を開催しました 



 

 

まちづくりリレートーク 

芦田さんのお話 
・景観やまちなみ，住宅の建設について，計画的につくられた洛西ニュータウンは，まさに素晴らしい
環境でした。アンケートの結果やタウンミーティングでも評価の高いまちなみや自然環境保全のため
に，高さ規制と都市計画の見直しが必要です，エレベーターのない集合住宅対策，緑道の安全対策と
してのバリカーの増設，公園を住民主体でリニューアルして，子どもたち，お年よりも安心安全，快
適に遊べるようにするなどの取組が必要だと思います。 
・また，このビジョンを推進していくための組織も必要だと思います。 
平野さんのお話 
・たんぽぽハウスは，統合失調症の方々が社会復帰を目指して仕事をしたり，人とのつき合いを学んだ
りする共同作業所です。また，地域の支援，ボランティアの協力に支えられて，境谷で「ふれあい喫
茶ぽぽ」を運営しています。地域のなかで交流が広がり，みんなが生かされて，声をかけあっていく
障害をもつ方々が住みよいということは，誰にとっても住みよいまちだと思います。 
西村さんのお話 
・社会福祉協議会での検討を経て，住民同士の支え合いの理念を体現するものとして介護事業に取り組
むこととし，ＮＰＯ法人を立ち上げ，ヘルパーステーション「洛らく」を開設しました。地域の方々
の協力を得ながら，活動の展開を進めています。 
・まちづくりは住民自身が行うものであり，今日お集まりの皆さんは，持ち帰り，取組を進めていただ
きたいと思います。ビジョンの具体化，継続がいちばん大事です。 
・まちづくりの検討において4学区が一堂に会したことを，洛西ニュータウン全体のまちづくりのなか
で生かしていただきたいと思います。 
林さんのお話 
・「日常的営みを通じて出会いやつながりを強め，高齢者，子どもを見守ることを継続して地域の安心安
全の目を増やす」ことを目的として，「散歩時に防犯ワン One パトロールの腕章をつける」という活
動を行っています。一人一人できることからはじめて，そこからふれあいの場ができ，つながってい
けば，住みやすいまちに向かっていくのかなと思っています。また，年齢を超えてみんなが集える場
所がぜひほしいと
勝本さんのお話 
・このニュータウン ０年経ちました。行政との連携もありますが，やはりこの町を育
ててきたのは住民 多くの先輩達の努力のお蔭だと思います。これからも町を住みや
すくするのは私達 心となるのは自治連合会や各種団体の方々であると思います。
行政とのパートナ しながら，うまく仕事を分
担して進める必要
・自治連合会の活動 たっています。その一つと
して新林学区では の取組があります。自治連
合会下部組織の援 民の日常生活でのちょっと
した困りごとを無 助け合いのボランティア活
動ですが，自治連 オープンで，頼む方も安心
して援助を受けら 思っています。 
（※お話はいずれ もの） 

身近な地域でまちづくりビジョンに掲げるテーマに取り組まれているパネリストの皆さんに，まち
づくりビジョンの実現に向けて，普段の活動や経験の中から考えられた提案やアイデアについて報告
いただきました。 
コーディネーター  髙田 光雄（京都大学大学院工学研究科教授・検討会座長） 
コメンテーター   藤原 隆信（京都経済短期大学経営情報学科助教授・検討会委員） 
パネラー（発表順） 芦田 康弘（タウンミーティング企画委員会委員） 

平野 元子（共同作業所たんぽぽハウス所長） 
西村 繁雄（NPO洛西共助会理事長） 
林  洋子（タウンミーティング企画委員会委員） 
勝本 竹彦（新林学区自治連合会会長・検討会委員）  敬称略 
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トワークづくりが非常に大切だと思います。 

・若い人が気楽に楽しく参加できるような雰囲気で，ニュータウン住民が

主になって何でも行えるような場所，イベントがあればいいのではない

でしょうか。 

，
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「タウンミーティング」は，洛西ニュータウンの今後の望ましいまちのあり方と，その実現のための方策に
ついて，一人でも多くの住民や事業者などの皆さんが参加し，互いに情報を共有し，話し合い，ともに考えて
いただく取組です。これまでの取組をもとに検討されたまちづくりビジョン（案）をテーマに，第５回タウン
ミーティング「洛西ニュータウンまちづくりフォーラム ～もっと もっと魅力あるまちを目指して～」を８
月１２日に開催しました。フォーラムでは，まちづくりビジョン案が発表されたほか，今後の洛西ニュータウ
ンのまちづくりについてのリレートーク等が行われました。 

 
 

第5回洛西ニュータウン・タウンミーティング 
ました 
思います。 

ができて，もう３
であり，関係した
住民ですし，その中
ーシップを大切に
があるでしょう。 
は非常に多岐にわ
「新林ちょぼら」
助団体です。学区
料でお手伝いする
合会で行うため，
れる仕組みであると
も一部を抜粋した
髙田座長のお話（京都大学大学院工学研究科教授） 

・まちづくりビジョンは，「これからこうなるのだ」「こうしよう」といった特定の目標を定めてい

わけではなく，大きな可能性をこのようなところで考えてみてはどうかという，いわば目標みた

なものをこれまでの議論の範囲内でとりまとめたものです。このビジョンをできるだけ多くの人

読んでいただき，またそれぞれの人の立場でこのビジョンを検討していただいて意見を出しても

って，さまざまなシナリオをつくっていくというのがこれからのまちづくりの課題です。 

・住民が主役になって，住まいづくり，まちづくりに関する取組を行い，それをつないでいくこ

団塊の世代が後期高齢期を迎えるまでに，まちづくりの基本的な仕組みをつくっておくことが大

です。 

井上さんのお話（福西学区自治連合会会長 検討会委員） 

・今後，ビジョンの実現に向けて具体的な取組を進めていくことになりま

すが，人と人とのつながりを深めながら，みんなが力を合わせてまちづ

くりを進めていくことが大切です。まちづくりは人づくりと思います。

あるべき姿を住民で議論をしながら，共に考えてまちづくりを進めてい

きたいと考えています。 

万殿さん，玉井さんのお話 

・これまでの取組で印象に残っているのはまち探検です。人とのつながり

が増えることが一番良いと思います。今後は，地域の活動の発掘やネッ

最初に，洛西ニュータウンまちづくり検討会座長の髙田光雄京都大学大学院工学研究科教授から

洛西ニュータウンのまちづくりへの提言として，ビジョン策定にあたっての背景やまちづくりビジ

ンの位置付け，これまでの取組の経過について説明がありました。 

続くビジョン案の発表では，検討会委員の藤原隆信京都経済短期大学経営情報学科助教授とタウ

ミーティング企画委員会アドバイザーの安枝英俊京都大学大学院工学研究科助手から，ビジョン案

概要が説明されたほか，検討会委員の井上愛子さんから，洛西ニュータウンのまちへの思い，タウ

ミーティング企画委員の玉井敏夫さんと万殿昭子さんから，タウンミーティングの取組で印象に残

たことなどについてのお話しをいただきました。 

ビジョン案の発表 

洛西ニュータウンまちづくりフォーラム ～もっと もっと魅力あるまちを目指して～ を開催し
まちづくりビジョンの発表に先立ち，洛西ニ

ュータウンの西隣にある京都市立芸術大学の学

生３名によるコンサートが行われました。参加

者は，2 本のフルートとチェロの生演奏による

クラシック音楽に聴き入っていました。 

サマーコンサート



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換会

安枝助手（タウンミーティング企画委員会アドバイザー）による当日行われたアンケート調査結果の紹介 

・ビジョンに関し，「手応えを感じられるいいビジョンだ」「これからのまちづくりの参考になる」

「企画委員会の活動をこれからも継続して続けてほしい」といった肯定的なものがある一方

で，「具体的な方法がビジョンのなかに示されていない」「実現行動計画が示されていない。絵

に描いた餅にしないためにはどうすればいいのか」というような厳しいご意見もありました。

・まちづくりに関しては，やはりまちなみや交通に関するものが最も多かったのですが，なかで

も交通に関しては，洛西ニュータウンの中の交通ではなく，むしろ桂駅から洛西ニュータウン

や，京都市の市街地と洛西ニュータウンとを結ぶ交通に対していろいろな情報を待たれている

ことがわかりました。 

・また，「若い世代，団塊の世代がこれから活躍しなければいけない」といった意見や「まちづ

くりに協力したいと思っているが情報提供がない」ということで，例えば洛西ケーブルビジョ

ンを活用するとかホームページをこの活動のなかで作成するなどの要望もありました。 

藤原助教授のお話 

・アンケートを見ると，ビジョン策定後のまちづくりについて関心が高いようです。やはり，こ

れからどうしていくかが重要だと思います。 

参加者からの発言 

・ビジョンの中で触れられていませんが，通過交通の問題があります。ニュータウンというのは

いうまでもなく住宅地ですから，安らげるとか，くつろげるという住環境が非常に大切ですが，

それが騒音によってかなり劣化しているのではないかと思うのです。 

・洛西ニュータウンにはRCVというネットワークが張り巡らされていますが，もっと活用でき

ないでしょうか。IP 電話やRCVテレビの双方向化など，この設備をもっと活用できないかと

常々考えています。 

・リレートークで発表された高さ制限について

は，大事な取組であり，実現に向け，緊急に

行ってほしいことのひとつです。 

京都市からの発言 

・このビジョン案をどういう形で具体的にやっ

ていくのか，その仕組みと方法を再度議論しな

がら，新しいメンバーも含めて議論して，そし

てひとつひとつ実現していきます。 

・これからも本当に頼りにしてもらえる，期待

してもらえる洛西支所として，必ず実現するよ

うに努力していきます。 

（※お話等はいずれも一部を抜粋したもの） 

発行 

 

 

 

「洛西ニュータウンまちづくり検討会」の第７回検討会は，以下のとおり開催する予定ですので，皆

さん奮って御参加ください。 

日時：９月１９日（火）午前９時３０分～ 

場所：洛西支所２階大会議室 

第７回検討会を開催します 
平成１８年９月 洛西ニュータウンまちづくり検討会事務局 

（京都市西京区洛西支所，京都市都市計画局都市計画課） 

電話：332-9318（洛西支所まちづくり推進課）      京都市印刷物 第１８４２７０号




